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１．日本語能力試験Ｎ2相当の漢字・語彙・文法を習得し、正しい文の組立て
ができる。
２．中文～長文程度の文章の内容や筆者の主張を読み取った上で内容に関
して自分の考えをまとめ、述べることができる。

３．学習した内容について振り返り、復習する習慣をつける。

2．各自のテーマに基づき分析・考察を行い、論理的思考力を向上させる。

3．わかりやすいレジュメを作成し、効果的なプレゼンテーションを行うことが
できる。

卒業研究レポートの作成に向けて、テーマを決め、
文献の収集・記録・整理を行い、研究計画書を作
成する。

1. 異文化コミュニケーションについての理解を深める。

2. 必要な情報の収集・整理が適切にできる。

3. 遂行可能な研究計画書を作成することができる。

ゼミナールⅡ（野呂ゼミ）

前期のゼミナールでは、卒業研究レポート作成の
基盤作りを行う。課題発見の方法について学んだ
あと、各自が言葉やコミュニケーションに関する
テーマを決定しする。次に、情報の収集・整理につ
いて学んだあと、各自のテーマ案に関する文献を
収集し、収集した文献の概要を発表する。

1．言葉やコミュニケーションに対する理解を深める。

ゼミナールⅡ（海住ゼミ）

就職試験を念頭に置いて、その心構えと最新情報
等の学習をサポートします。そんな中から、自分の
興味あることをテーマ（お金に関すること・数字を
使って分析することを含む）に、卒業研究レポート

１．学習マナー・ビジネスマナーが身に着く。

２．社会人の心構え、企業の最新情報がわかる。

シンキング

チームワーク ケース・メソッド

短期大学生用に作成したケースを利用しながら、
入社3年以内に起こる可能性が高い人間関係の問
題について受講生の皆さんと一緒に何が問題なの
かを考える討論形式で進める演習形式の授業で
ある。
個人学習・グループ討論・クラス討論の3段階を通
じて、問題発見力、問題解決力、意思決定力を
養っていく。

1．職場で発生する人間関係が何故発生するのか、問題発見力を身に付け
ることができる。

2．発生した問題を、どうすれば解決できるのかを提案できるようになる。

3．繰り返し討論を実践することで、多様な考えを理解し、自らの思考の幅を
広げられるようになる

ゼミナールⅡ（中畑ゼミ）

事例研究や地域との連携活動を通じて、マーケ
ティングの基本的な考え方や理論、実践的な活用
力を身に付けます。
ゼミナールⅠで行った一身田寺内町来訪者調査
の報告書をまとめ、提案を含めて発表を行いま
す。
卒業研究レポートを作成するにあたり、テーマの発
見方法、論文の書き方、情報の収集の仕方や整
理の仕方などを学びます。

１．マーケティングの基本的な考え方や理論を理解し、実践的な提案ができ
る

２．事例研究や地域との連携活動の経験を基に、卒業研究レポートで取り組
むテーマを明確に描ける

３．ゼミナールの仲間と協力して、地域の連携活動などプロジェクトに取り組
む力が身についている

ゼミナールⅡ（鷲尾ゼミ）

ゼミ活動として、シニアパソコン教室の運営を自ら
推進する。そのための計画、準備を進める。
情報分野の技術、サービス、活動などに視野を広
げ、文献を読み知識を深め、お互いに情報交換す
る中から疑問点を見つけ卒業研究課題を見つけ
る。そして、実行性ある研究計画をたて、十分な準
備をする。

１．情報分野の卒業研究活動を通して、対象領域についての造詣を深める

２．卒業研究の進め方、レポートのまとめ方を理解し、卒業研究の具体的な
計画をたてることができる。
３．情報ボランティア活動をゼミ活動として自ら主体的に計画を立て準備し、
イベントを実現することができる

ゼミナールⅡ（山下ゼミ）

アクション

ビジネス実践
「これまで学び、発見した自らの課題･問題点の改
善度合いの認識」「社会人としての強い自覚」を目
標に、企業・病院などの事業所で現場研修を行う。

1．短期大学生活における成長度合いを認識できるようになる

2．社会人としてそれぞれの事業所で求められる人物像になれるようになる

3．社会人1年目の目標設定をできるようになる

ボランティア実践Ⅱ

ボランティア活動に参加するために必要な知識と
手続きを学習した後、学生が自らプログラムを立
案、実施する場合と、ボランティア活動実施団体の
企画に参加する場合がある。実施、参加プログラ
ムごとに個々人、グループごとに指導する。

１．学内外で身に着けた得意技を広く社会に活かすことができるようになる

2．ボランティア体験活動の中で学び習得した技と心を生涯の糧として、豊か
な人生設計に役立てるようになる

4.．ボランティア活動のリーダーとして活動の推進、周りへの働きかけができ
るようになる

3．ボランティア体験活動を通じ、自発性、社会性、無償性の行動を実践でき
るようになる

           （一つの到達目標に◎と○一つずつを原則とする）

コミュニケー
ション

プレゼンテーション

プレゼンテーションの目的・構成から、表現技術、
視覚資料の作成、実施まで、効果的なプレゼン
テーションについて講義・演習（グループワークを
含む）を繰り返す。クラスの前での3回の発表と発
表後の自己評価を通してプレゼンテーションスキ
ルを養成する。

1．プレゼンテーションの構成の仕方を理解し、実践できる。

2．自分の考えを分かりやすく伝えるための表現技術を身につける。

3．プレゼンテーションの内容を補う効果的な視覚資料を作成することができ
る。

日本語作文Ⅱ

既習の表現の正確性を高めるとともに、より高度
な表現を学習し、正確に使えるよう練習する。様々
なタイプの文章を読み、内容を正確に読み取る練
習をする。

１．日本語能力試験Ｎ2相当の漢字・語彙・文法を習得し、正しい文の組立て
ができる。

２．中文程度の文章を正確に理解し、筆者の主張を読み取ることができる。

３．学習した内容について振り返り、復習する習慣をつける。

日本語作文Ⅲ

既習の表現の正確性を高めるとともに、より高度
な表現を学習し、正確に使えるよう練習する。中文
～長文程度の文章を読み、内容や筆者の主張を
正確に読み取った上で自身の考えをわかりやすく
まとめ、述べる練習を行う。

キャリア育成学科オフィスワークコース専門科目カリキュラムマップ(平成31年度入学生2年次科目）
ディプロマ・ポリシーに示す共通到達目標（学修成果）

観点 到達目標（学修成果）

１．いのちの平等、尊厳性への気づき あらゆる存在が個人の価値観を超えて絶対的な尊厳性をもって存在することを理解している。

B．論理的で柔軟な思考と判断力【シンキング】 ビジネス現場や地域社会で起こりうる変化に対し、論理的かつ柔軟に思考し判断することができる。

C．良好な人間関係を築く力【ヒューマンスキル】 ビジネス現場や地域社会のさまざまな場面で求められるコミュニケーション力とマナーを身につけている。

A．知識・技能【専門能力】 オフィスワーカーとして必要とされるビジネス実務の知識やスキルを身につけており、活用することができる。

５．論理的で柔軟な思考と判断力 先入観や既成観念等に縛られず、論理的かつ柔軟に思考し判断することができる。

６．自己表現力 自分の意見や考えを状況に応じた手段で適切に表現することができる。

７．主体的な行動力 責任感・使命感をもって主体的に行動することができる。

８．他者との協働力 社会を構成する一人の人間として、異なる価値観や背景を理解した上で連携・協働することができる。

ディプロマ・ポリシーに示すオフィスワークコース到達目標（学修成果）

観点 到達目標（学修成果）

市場調査

我が国の経済は成熟しており、モノやサービスが
市場に溢れている。豊富な選択肢が消費者の生
活の質を向上させることと反比例して、各企業の
競争環境は厳しさを増しており、売ることが困難な
飽和時代における対応を考えることが急務であ
る。多様化する消費者ニーズを的確に捉えた経営
を実践することが肝要であり、消費者が思わず欲
しくなるモノやサービスを提供することが急務だ。
本講義では、そのための理論や技術を、豊富な事
例を織り込みながら学ぶ。

１．基本的な店舗運営の仕組みを理解し、理論的に説明することができる。

２．最新の流通業に係る技術を習得し、将来の就業の場で実践することができる。

３．日本商工会議所「リテールマーケティング（販売士）検定3級」受験に必要な知識を有し、資格を取得することができる。

２．生かされていることへの感謝 生かされていることへの感謝の心をもち、他を生かす活動を実践することができる。

３．倫理観 人として守り行うべき道について考え、それを実践することができる。

４．知識・技能 社会生活を営む上で必要な幅広い知識をもち、職業人として必要な技能を身につけ活用することができる。

D．主体的な行動力【アクション】 ビジネス現場や地域社会において、自ら課題を発見し、解決に向けて主体的に取り組むことができる。

E．他者との協働力【チームワーク】 組織の一員として、組織内外のさまざまな他者と連携・協働したうえで、業務にあたることができる。

F．キャリアデザイン【キャリア】 自らの将来についてキャリアデザインを描くことができ、その描いたキャリアデザインを実現する準備が整っている。

カテゴリー 授業科目 授業概要 科目の到達目標

到達目標（学修成果）の観点番号・記号

凡例　◎ DP達成のために特に重要な目標

　　　　○ DP達成のために重要な目標
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流通論

流通を始めて学ぶ人たちのための講義です。コン
ビニエンスストア、ショッピングセンターなど、三重
県内にある小売業の事例を多く用い、受講生の皆
さんに多く質問を投げかけながら講義を進めてい
きます。

1．商品流通に関する基礎知識や用語を身につける

企業の総務・人事部門が取り扱っている人事労務
の主たる業務内容である、a.採用から退職までの
労働法および人事労務管理の実際、b.社会保障の
重要な核である労働保険・社会保険の制度等につ
いて、企業での事例も含め講義する。

１．労働法・人事労務管理の基本について理解する

２．労働保険・社会保険の基本について理解する

３．社会人として自立していく為の知識を習得する

2．小売業・卸売業の歴史、発展を理解し関係性や思考力を向上させる

3.物事の取捨選択ができるようになる

ゼミナールⅢ（岡田ゼミ）

各自で設定した課題を基に卒業研究レポートの作
成に取り組みます。個人で資料収集や分析を実施
したり、繰り返しゼミ内で討論をしたりして自己の考
えを深めながら、卒業研究レポートを完成させる。
卒業研究レポート完成後はパワーポイントを活用
して報告会に向けての資料を作成します。

1．流通形態を理解し、卒業研究レポートを完成させる。

2．問題意識、物事を見る視点、思考力、問題発見力を身に付ける

3．卒業研究レポート作成を通じて社会人基礎力を身につける。

サービス実務総論

サービス現場における専門的なサービス実務の技
能習得を目指し体得を図る。さまざまな予想される
サービス現場の状況に対し、常に顧客の満足を考
えた最適な対応ができるような応用力と実践力を
育成する。

１．基本的なビジネスマナーの知識とスキルを土台として、サービス実務の特性を幅
広く理解する。

２．顧客とのやり取りを通じて付加価値を創造する実務能力を育成する。

３．サービス現場における実践力を身につけ、臨機応変な対応ができることを目標と
する。

経営管理論

この講義では、経営学の中でもヒトに焦点を当て、
ヒトをいかに管理して職場の人間関係を構築する
かについて学びます。その題材に過去の研究者が
提唱した多くの学説を用いて、彼らの考え方を吸
収しながら、自分なりの管理方法を考えていっても
らいたい。

1．ヒトのやる気を引き出す有効な管理方法を考えられるようになる

３．冠婚葬祭に関する基本的な知識を身につける。

オフィス英語Ⅰ

この授業では、仕事の様々な場面で必要な英語を
学びます。1つのテーマの学習は2回の授業（基礎
と応用）で完結します。1回目は、そのテーマについ
てのコミュニケーションに必要な基本的な語彙や表
現などを習得します。また、そのテーマについての
リスニングを行います。2回目は、1回目で習得した
語彙・表現・文法を用いて、発展的な活動を行い、
学習事項の定着を図ります。

1. オフィスで用いられる英語の語彙や表現を習得する。

2. 仕事の様々な場面で用いられる英語を読んだり、聞いたり、話したり書い
たりすることができる。

3. 楽しみながら積極的に英語を使用する態度を身に付ける。

ビジネス実務演習

オフィスで求められる「仕事の基本」、「ビジネス実
務スキル」について、テーマに沿って講義を行う。
講義で知識を修得した後、演習を行い実践力を養
う。講義中は常に積極的な発言を促す。

１．社会人のマナー、仕事の基本を身につける。

２．文書実務に関する知識を身につけ、簡単なビジネス文書が作成できる。

ゼミナールⅢ（野呂ゼミ９

各自がテーマを設定し、レポート作成の方法を確
認した後、様々な角度から調査・分析を行い、レ
ポート作成と研究内容の発表に取り組む。随時、
研究の進捗状況を報告するとともに問題点をメン
バーに相談する機会を設ける。

1．言葉やコミュニケーションに対する理解を深める。

2．各自のテーマに基づき分析・考察を行い、論理的思考力を向上させる。

3．わかりやすい資料を作成し、効果的なプレゼンテーションを行うことができ
る。

ゼミナールⅢ（海住ゼミ）
自分の興味あることをテーマに、卒業研究レポート
を作成し、報告する。論理的な報告と説得力の涵
養を目指す。

１．学習マナー・ビジネスマナーが身に着く。

２．社会人の心構え、企業の最新情報がわかる。

３．レポートを作成し、わかりやすく報告できる。

３．創造力、課題発見力、課題解決力、分析力、論理的思考力が身について
いる

ゼミナールⅢ（鷲尾ゼミ）

一人ひとりが設定したテーマと研究計画に従い、
制作、活動、調査等の研究活動を進め、その状況
を記録（ポートフォリオ）に蓄積する。皆で状況を報
告し討論しあい、互いに研究内容の質を高める。
活動の成果をレポートにまとめ提出する。さらに、
レポートの内容をプレゼン資料にまとめ、全員がゼ
ミ内で発表する。

１．情報分野からテーマを決め、そのテーマに基づいて探究活動を意欲的に
進め、その対象領域について造詣を深める。

２．卒業研究活動計画にしたがって活動を進め、根拠に基づいた論理的な文
章で、卒業研究レポートをまとめることができる。

３．卒業研究のまとめをプレゼン資料を作成して口頭発表をし、論理的でわ
かりやすい発表をすることができる

ゼミナールⅢ（山下ゼミ）
研究計画書に沿って、推敲を重ねながらレポート
を作成する。

1. 異文化コミュニケーションについての理解を深める。

2. 研究計画書に沿って卒業研究レポートを作成できる。

3. 卒業研究レポートの要点をまとめてスライドを作成し、発表できる。

ビジネス

社会学

授業の前半は講義形式で社会問題について説明
します。後半はその説明を基に受講者の皆さんで
グループディスカッションを行い、自身の意見を述
べるとともに、グループとしての考えをまとめてもら
います。毎回異なるテーマを扱いますので、統一
感がないように感じるかもしれませんが、様々なと
ころで問題が繋がっていることを理解してください。

１．社会問題を整理、分析し第三者へ伝えられるようになる

２．問題の本質や関連性を理解し追及できる

３．社会問題について考えることで、知識や思考力、高い共感性を持つ

労働法

マーケティング論

初めてマーケティングを学ぶ人を対象とした講義
内容である。マーケティングの基本が理解できるよ
う、私たちの身近にある企業やヒット商品、地域や
県内企業の取り組みなどを事例として扱いながら
講義形式で進める。
テーマによりグループディスカッションを取り入れ、
なぜそこに広告を出しているのか、そういう売り方

１．ビジネス実務で必要なマーケティングの基本用語や知識を修得し、説明
できる

２．顧客志向、市場志向の考え方、創造的適応力の必要性を理解している

2．過去の学説を整理し、ヒトの考えを理解できるようになる

3．良好な人間関係を構築するために自分なりの管理方法を考えられるよう
になる

オフィス

ビジネス実務論

現在起きているビジネス環境の変化、また、ビジネ
スの現場でオフィスワーカーとして働くにあたり必
要となる知識やスキルについて講義を行います。
知識やスキルの習得だけにとどまらず、オフィス
ワーカーの立場から実践的に考えることができる
力の育成のため、授業中に質問をしたり、事例を
基に考えてもらいます。

１．現代社会におけるビジネス環境の変化を把握できるようになる

２．ビジネス実務の基本を理解し、実務能力を実践的に使えるようになる

４．卒業後、組織人として働いていく上で必要となる知識や実務を理解し、組
織の目的実現のために有効な役割を担い、組織にとって必要な人材になれ
るようになる。

オフィス英語Ⅱ

この授業では、仕事の様々な場面で必要な英語を
学びます。1つのテーマの学習は、基本的に2回の
授業（基礎と応用）で完結します。1回目は、その
テーマについてのコミュニケーションに必要な基本
的な語彙や表現などを習得します。また、そのテー
マについてのリスニングを行います。2回目は、1回
目で習得した語彙・表現・文法を用いて、発展的な
活動を行い、学習事項の定着を図ります。

1. オフィスで用いられる英語の語彙や表現を習得する。

2. 仕事の様々な場面で用いられる英語を読んだり、聞いたり、話したり書い
たりすることができる。

3. 楽しみながら積極的に英語を使用する態度を身に付ける。

３．付加価値創造のための基礎実務を身に付けられるようになる

使って分析することを含む）に、卒業研究レポート
を作成します。 ３．レポートを作成できる。

ゼミナールⅢ（中畑ゼミ）

各自が設定した卒業研究レポートのテーマに関し
て自主調査や資料収集を行いながらレポートを作
成し、ゼミナール内での発表とディスカッションによ
りブラッシュアップを行い完成させる。また、卒業研
究レポート発表会に向けてレポートの内容向上と
ともにパワーポイントで作成した発表用資料の精
度を高める。

１．マーケティングの基本的な考え方や理論が身に付いている 。

２．知識を実践で活用する力とチームワーク力が身についている

ゼミナール

ゼミナールⅡ（岡田ゼミ）

　様々な小売業や卸売業の歴史を学びながら卒業
研究ゼミナールの仕上げの、卒業研究レポートの
土台作りを行い、個人での情報収集、分析、参考
文献の選定をする。
　ゼミナール活動を討論形式で進めていきながら、
自らが興味を持った業態の研究をしていく。

1．我々の生活を支えている流通に関する理解を深めることができるようにな
る
2．「なぜ？」という問題意識を持ち、その理由を解明する視点や分析力を身
につけることができる。

3．ゼミナールの仲間と協力して、問題を発見し、課題を解決する力が身につ
いている。



〇 ◎

なぜそこに広告を出しているのか、そういう売り方
をしているのかなど自分たちで考える機会を設け
る。

３．日常目に触れるモノやサービスから、企業や製品の戦略を読取ったり、
それに関心を持ったりすることができる
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医療・福祉

医療事務Ⅰ
医療保険制度のしくみ・算定のルール・診療報酬
明細書（レセプト）の作成基礎を学習する

１．医療保険制度のしくみについて理解し、保険証の記載事項を正しく読み取ること
ができる

２．診療行為ごとの算定のルールを理解することができる

３．診療報酬明細書作成の記載方法を理解することができる

医療事務Ⅱ
入院料の算定ルール、公費、労災などを学び、診
療報酬明細書（レセプト）の作成基礎と点検のポイ
ントを学習する

１．入院料の算定が正しくできる

２．外来と入院の算定の違いを知る

３．外来と入院の診療報酬明細書の記載方法を理解することができる

介護事務
介護報酬算定の原則・医療保険制度、公費負担
制度との関連について、介護従業者の基本知識と
介護報酬明細書（レセプト）の作成を学習する

１．介護保険の特徴と介護サービスの種類を知る

２．介護報酬の算定が正しくできる

３．介護給付費明細書が正しく記載できる

情報

データベース

リレーショナルデータベースの基礎概念と、マイク
ロソフトのデータベースソフトACCESSを使ってデー
タベースを構築するための基礎を学ぶ授業です。
ACCESSのデータベースオブジェクトであるテーブ
ル、クエリ、フォーム、レポートの作成方法やリレー
ションシップの概念、仕事で使えるデータベースの
構築方法を学びます。

１．リレーショナルデータベースの基礎概念を理解し、いろいろな業務で活用
できるか考えることができる。

２．ACCESSのデータベースのオブジェクト（テーブル、クエリ、フォーム、レ
ポート）の制作ができる。

３．ACCESSを使ってデータベースを構築する方法を理解する。

ネットワーク活用

インターネット上にあるクラウドサービスを学習や
仕事の課題解決に役立てる方法を学ぶ。具体的な
ケースを用意し、その課題を解決するためにイン
ターネット上の各種サービスを活用する。この体験
を通して、ソーシャルメディアやインターネットサー
ビスの特性や機能の理解と仕事や生活に活用す
る能力と態度を身に付ける。

１．インターネット上の各種クラウドサービスの持つ特性を理解し活用するこ
とができる。

２．インターネット上のサービスを活用するにあたって、情報セキュリティや情
報モラルについての理解と正しい利用姿勢を身につける。

３．ネット上のサービスを学業、生活、将来の仕事に活用できる能力と態度を
身につける

コンテンツデザイン
さまざまなソフトウェアを活用し、画像処理、デモン
ストレーション用スライド、営業販促用資料、web
ページ等のコンテンツ制作を行う。

１．それぞれのソフトウェアの特性を生かし、高度な編集処理ができる。

２．チームでコンテンツの仕様を考え、計画的に作業ができる。

３．顧客のニーズに対応しつつ、収益につながるコンテンツ制作活動ができ
る。

ビジネスシステム演習

ＡＣＣＥＳＳを使って、データベースを核とした業務
システムをテキストに沿いながら構築します。事例
業務に必要なデータベースやフォーム、レポートな
どのオブジェクトを作成し、マクロやナビゲーション
フォームを使ってシステム化を図ります。最後に、
テーマを自分で決めてデータベースを核としたシス
テムを構築します。

１．システムの構築体験を通して、図で考えることができ、データベースの概
念、システム化の考え方を理解できる。

２．データベースを使った業務を行うためのシステムを構築するための設計
をすることができるができる

３．データベースを核としたシステムをAccessを使って構築することができ
る。

会計

会計学
会計の持つ機能を理解し、利用することで会計情
報から真実を見出し考える能力を身に着け,管理会
計の手法から経営計画をつくれるようになる。

１．制度会計の財務諸表を知る。（会計を知る）

２．制度会計と管理会計の違いと共通点を理解する。(会計がわかる）

３．ビジネスモデルを会計で表現する。（会計を使って考えることができる）

租税法
租税法の原則を学び、わが国の租税体系を概観
することで租税法律主義の意義を理解する。

１．租税の原則を理解する。

２．わが国の主要な国税について簡単な計算ができるようになる。

ファイナンシャルプランニング

基本的に授業は、黒板を使ってテキストに沿って
進められるため、授業中に自分なりに、内容をノー
トにまとめていくことが求められる。ただ、テキスト
の内容をすべて授業の中で学ぶわけではないた
め、時間外の学習として、授業後に、ノートと突合
せしてテキストを読むことで、理解を深めることが
求められる。

１．ファイナンシャル・プランナー(ＦＰ）の役割、社会における活躍の場を理解
する。

２．FPの基本知識を身につけ、現時点での自己のライフプランを描けるよう
になる。

３．授業外での自発的な学習も含め、FPの知識が今後の自己の行動、意思
決定の判断材料になるようにする。

日本事情Ⅰ

地理や歴史といった基本的なテーマについて書か
れた日本語の文章 を読み、話し合う活動を通し
て、自分自身の意見を日本語で述べる 。
基本用語の読みと意味を知り、実際の使用場面を
意識 して学ぶ。

１．目標をに向けて学習活動に取り組む力をつける。

２．様々なテーマで書かれた日本語の文章を読めるようになる。

３．多様な視点から自国と日本の文化を捉えて、自分自身の意見を述べられ
るようになる。

日本事情Ⅱ

ポップカルチャーや経済など多様なテーマについ
て書かれた日本語 の文章を読み、話し合う活動を
通して、自分自身の意見を日本語で 述べる。
基本用語の読みと意味を知り、実際の使用場面を
意識 して学ぶ。

１．目標をに向けて学習活動に取り組む力をつける。

２．様々なテーマで書かれた日本語の文章を読めるようになる。

３．多様な視点から自国と日本の文化を捉えて、自分自身の意見を述べられ
るようになる。


